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◎
敍
任
及
辭
令

陸
軍
一
等
軍
醫
　
平

川

龍

造

陸
軍
一
等
軍
醫
　
赤

塚

二

郎

陸
軍
一
等
軍
醫
　
太

田

九

三

男

陸
軍
一
等
軍
醫
　
尾

崎

文

七

郎

陸
軍
一
等
軍
醫
　
松

原

愛

次

郎

陸
軍
一
等
軍
醫
　
野

田

諦

俊

陸
軍
一
等
軍
醫
　
森

本

末

吉

陸
軍
一
等
軍
醫
　
守

山

貞

一

陸
軍
一
等
軍
醫
　
藤

河

喜

人

陸
軍
一
等
軍
醫
　
南

川

義

一

陸
軍
一
等
軍
醫
　
大

塚

文

雄

賜
二
等
給
　

(
五
月
十

九
日
)

正
四
位
勳
三
等
醫
學
博
士
　
荒

木

寅

三

郎

授
旭
日
中
綬
章
　

(
五
月
二
十
四
日
)

小
倉
衛
戍
病
院
附
陸
軍
二
等
軍
醫
　
甲

斐

義

長

免
本
職
補
野
砲
兵
第
十
二
聯
隊
附

陸
軍
一
等
軍
醫
　
内

田

稔

介

小
倉
衛
戍
病
院
附
被
免

陸
軍
一等
軍
醫
　
内

田

稔

介

補
大
分
衛
戍
病
院
附
　

(
五
月
二
十
九
日
)

敍
勳
四
等
授
瑞
寳
章
　

從
六
位
勳
五
等
　
石

原

貫

一

敍
勳
四
等
授
瑞
寳
章
　

正
六
位
勳
五
等
　
三

河

内

諄

一

(
五

月

三

十

日
)

佐
世
保
海
兵
團
軍
醫
長
海
軍
軍
醫
中
監
　
大

平

彦

市

免
本
職
補
旅
順
要
港
部
軍
醫
長
　

(
六

月

一
日
)

陸
軍
一
等
軍
醫
從
六
位
勳
五
等
　
奥

宮

松

枝

任
陸
軍
三
等
軍
醫
正

任
陸
軍
三
等
軍
醫
　

秋

山

成

六

歩
兵
第
三
十
三
聯
隊
附
陸
軍
三
等
軍
醫
正
　
黒

田

治

太

郎

免
本
職
補
京
都
衛
戍
病
院
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陸
軍
三
等
軍
醫
正
　
奥

宮

松

枝

補
歩
兵
第
二
十
二
聯
隊
附
兼
松
山
衛
戍
病
院
長
　

(
六

月

三

日
)

岡
山
醫
學
專
門
學
校
敎
授
醫
學
博
士
　
筧

繁

五
級
俸
下
賜

岡
山
醫
學
專
門
學
校
　
授
醫
學
博
士
　
安

藤

畫

一
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級
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岡
山
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學
專
門
學
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敎
授
　
志
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次

郎

九
級
俸
下
賜
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四
九
八

岡
山
醫
學
專
門
學
校
敎
授
　
西

川

義

英

十
級

俸
下
賜
　

(
五
月

三
十

一
日

)

豫
備
役
被
仰
付
　

陸
軍

一等
軍
醫
正
　
植

木

第

三

郎

(
六

月

四

日
)

敍
從
六
位
　

正
七
位
勳
五
等
　
那

須

四

郎

(
六

月

十

日
)

任
海
軍
少
軍
醫
　

伊

藤

不

覊

夫

海
軍
少
軍
醫
　
伊

藤

不

覊

夫

海
軍
軍
醫
學
校
普
通
科
學
生
被
仰
付
　

(六
月
十
二
日
)

陸
軍
二
等
軍
醫
從
七
位
勳
六
等
　
青

木

俊

造

任
陸
軍

一
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軍
醫

(
六
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十

三

日
)

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
金

光

三

郎

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
上

田

驍

敍
從
七
位
　

正
八
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小

橋

納

一

郎

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
安

田

仙

次

郎

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
中

村

慶

藏

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
滋

野

井

至

孝

敍
從
七
位
　

正
八
位
　
越

智

五
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(
六

月

二

十

日
)

◎
陸
軍
見
習
醫
官
任
命
竝
配
賦
　

左
記
の
本
會
員
諸
君
は
本
月
六

日
陸
軍
見
習
醫
官
を
命
せ
ら
れ
肩
書
の
聯
隊
に
配
賦
せ
ら
れ
た
り

近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
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藤

英

明

近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
　

大

橋
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人

近
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兵
第
四
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隊
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渡
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治

近
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歩
兵
第
四
聯
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山

本
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三
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一
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歩
兵
第

一
聯
隊
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村

英

二
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一
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兵
第
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聯
隊
　

山

本

宗
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◎

人
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報

○
千
田
義
雄
君
　
豫
て
神
戸
市
攝
津
病
院
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
同

君
は
先
般
同
院
を
辭
し
ボ
ン
ベー

に
航
し
左
記
に
寓
居
せ
ら
る

○
伊
澤
熊
男
君
　
豫
て
米
國
に
於
て
開
業
中
の
同
君
は
今
般
左
記

に
轉
居
せ
ら
れ
た
り
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○
山
本
宗
平
君
　
は
豫
て
山
田
赤
十
字
社
支
部
病
院
に
勤
務
し
居

ら
れ
し
が
今
囘
辭
職
上
京
し
本
鄕
區
順
天
堂
病
院
眼
科
に
勤
務
せ

ら
れ
た
り

○
畠
山
長
作
君
　

は
今
般
臺
灣
總
督
府
阿
〓
醫
院
に
勤
務
せ
ら
れ

た
り

○
藤
本
輝
雄
君
　

は
今
般
本
縣
淺
口
郡
玉
島
町
仁
科
内
科
醫
院
に

勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
日
並
温
和
君
　

は
今
般
當
市
福
武
耳
鼻
咽
喉
科
醫
院
に
勤
務
せ

ら
れ
た
り

○
北
川
正

一
君
　
豫
て
岡
山
縣
病
院
小
兒
科
に
勤
務
中
の
同
君
は

今
般
同
院
を
辭
し
靜
岡
市
紺
屋
町
勝
又
醫
院
に
於
て
診
療
に
從
事

せ
ら
れ
た
り

○
山
崎
磐
君
　

は
昨
年
七
月
以
來
西
比
利
亞
に
出
征
中
の
處
去
月

無
事
今
凱
旋
せ
ら
れ
今
般
大
阪
市
日
本
赤
十
字
社
病
院
産
婦
人
科

に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
高
井
禎
造
君
　
は
豫
て
鄕
里
に
於
て
開
業
し
居
ら
れ
し
が
今
般

樺
太
豐
原
郡
豐
北
村
三
井
鑛
山
會
社
北
川
上
鑛
業
所
に
勤
務
せ
ら

れ
た
り

○
仁
木
久
雄
君
　
は
今
般
神
戸
市
北
長
狹
通
五
丁
目
谷
内
科
醫
院

に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
富
岡
敏
哉
君
　
大
正
三
年
岡
山
醫
學
專
門
學
校
を
卒
業
し
直
ち

に
同
校
病
理
敎
室
に
於
て
研
究
し
後
岡
山
縣
病
院
産
婦
人
科
に
勤

務
し
今
日
に
至
り
し
が
今
囘
其
職
を
辭
せ
ら
れ
目
下
開
業
の
準
備

中
な
り

○
岡
島
壽
君
　
は
豫
て
九
州
醫
科
大
學
耳
鼻
咽
喉
科
敎
室
に
勤
務

し
居
ら
れ
し
が
今
般
名
古
屋
鐵
道
治
療
所
耳
鼻
咽
喉
科
主
任
と
し

て
就
任
せ
ら
れ
た
り

○
篠
原

一
幸
君
　

は
今
般
岡
山
縣
病
院
外
科
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
小
西
例

一
君
　

は
今
般
岡
山
縣
病
院
産
婦
人
科
に
勤
務
せ
ら
れ

た
り

○
小
川
基
君
　

は
豫
て
東
京
順
天
堂
醫
院

に
勤
務
し
居
ら
れ
し
が

今
囘
其
職
を
辭
し
鄕
里
靜
岡
縣
賀
茂
郡
稻
生
澤
村
に
於
て
開
業
せ

ら
れ
た
り

○
山
崎
敏
郞
君
　
は
大
正
五
年
岡
山
醫
學
專
門
學
校
卒
業
後
當
市

赤
澤
内
科
醫
院
に
勤
務
し
大
正
六
年
上
京
研
究
中
な
り
し
が
今
囘
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五
〇
〇

歸
山
鄕
里
本
縣
吉
備
郡
總
社
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
高
木
信
君
　
は
今
般
長
野
縣
上
諏
訪
町
茅
野
醫
院
を
辭
し
同
縣

上
伊
那
郡
辰
野
驛
大
橋
通
り
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
黑
川
節
司
君
　

は
豫
て
廣
島
縣
病
院
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
が
今

囘
辭
職
廣
島
市
細
工
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

◎
阪
神
大
二
會
通
信
　
阪
神
間
に
於
け
る
大
正
二
年
同
級
會
主
催

に
て
昨
年
八
月
以
來
西
比
利
亞
出
征
軍
臨
時
兵
站
病
院
に
於
て
醫

務
に
從
事
し
或
は
知
多
に
或
は
滿
洲
里
亞
に
滯
在
せ
る
山
崎
磐
君

か
今
般
無
事
凱
旋
せ
る
を
歡
迎
す
る
爲
め
本
月
二
十
二
日
夕
大
阪

市
道
頓
堀
戎
橋
西
詰
柴
藤
に
於
て
小
集
を
催
せ
り
來
會
者
は
左
記

の
諸
君
に
て
席
上
山
崎
君
の
出
征
中
の
所
感
を
述

ベ
終
り
て

一
同

胸
襟
を
披
き
十
二
分
の
歡
を
盡
し
て
散
會
せ
り
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尼
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太
郎
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欣
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黒
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清
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山
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藤
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